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はじめに
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●本資料について
本資料はE1特集号（舗装⼯学論⽂集）に論⽂・報告・研究ノートを投稿し，
「登載決定のお知らせ」メールを受領した著者が最終原稿を提出する際の留
意事項を記載しています．
「登載決定のお知らせ」以外のメールを受領した著者は，この資料を参照せ
ず，メールに記載の内容をご確認ください．

●編集⼩委員会からのお願い
6⽉の原稿募集時に，

・留意事項資料を熟読しなかった
・留意事項資料を熟読したもののシステム操作時には忘れてしまった

ことが原因と考えられる不注意事例が多発しました．最終原稿の提出では，
必ずこの資料を確認しながらシステムを操作してください．

●締切⽇
最終原稿の提出締切は「登載決定のお知らせ」メールにてご確認ください．
⼟⽊学会論⽂集投稿システム https://jjsce.jp/ からご提出ください．



最終原稿の提出における留意点
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1. 最終原稿提出にあたり，以下の修正以外は認めません．
• 以下の２〜6の修正．
• 「登載決定のお知らせ」メールに記載のある，編集⼩委員会から依頼した軽微な修正．
• 誤字・脱字・体裁などに関する軽微な修正．

2. 原稿のヘッダー及びフッターに何らかの記載をしている場合は，消去してください．
ヘッダー及びフッターの処理は，最終PDF原稿をもとに，印刷業者が⾏います．
ヘッダーに【論⽂】【報告】【研究ノート】の投稿区分や論⽂集名を記載している場合，フッ
ターにページ番号を記載している場合は，必ず消去してください．

3. 原稿の⾏番号を消去してください（以下，消去⽅法の参考⼿順です．本⽂の任意の位置をクリッ
クしたのち，タブの「ページレイアウト」を選択する．リボンの「ページ設定」欄の中に表⽰さ
れる「⾏番号」をクリックし，プルダウンメニュー内の「なし」にチェックを⼊れてください．
⼿順は，Wordのバージョン等によって異なる可能性があります ．）

4. 前回ご提出頂いた修正原稿において「修正箇所を⽰すために⾚字とした箇所」を⿊字に戻してく
ださい．

5. ⽩⿊で印刷されてもわかりやすいように留意してください．最終原稿PDFファイルはカラー原稿
で問題ありませんが，論⽂集製本時には⽩⿊印刷となります．⽩⿊で印刷されてもわかりやすい
よう，凡例の配⾊等に留意してください．

6. PDFファイルサイズは5MB以内にしてください．
5MBを超過する場合は，写真の解像度を下げる，図の貼り付け形式を変更する等して下さい．

7. お問合せ先
公益社団法⼈ ⼟⽊学会 研究事業課 担当：岡崎
TEL：03-3355-3559 FAX：03-5379-2769 E-mail: okazaki(アットマーク)jsce.or.jp



ログイン

「投稿時のID」でログインしてください．
パスワードをお忘れの⽅は
舗装⼯学論⽂集編集⼩委員会ウェブページ
http://committees.jsce.or.jp/pavement06/
の「投稿における留意事項」に記載されてい
るパスワード確認⽅法をご覧ください．
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「登録内容変更・修正意⾒確認・修正原稿提
出・最終原稿提出 はこちらから」へ進んでく
ださい．



最終原稿提出
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「最終原稿提出」を押し，最終原稿提出画⾯に進
んでください．

「著作権譲渡書提出」を押し，著作権譲渡等に関
してチェックをつけてください．

提出後に「最終原稿受付通知」メールが届けば，
提出は完了です．

貴重な研究成果をご投稿頂きありがとうございま
した．
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１．発表者
舗装⼯学講演会でのご発表は，原則として筆頭著者が⾏ってください．
論⽂として成⽴するためには討議が必要です．本特集号は舗装⼯学講演会での発表が討議の
役割を果たします．万が⼀やむをえない事情により，ご発表を筆頭著者以外の⽅が⾏う場合は，
事前に担当までご連絡頂き，必ず共著者の中から代理を⽴てていただきますようお願い申し上げ
ます．
担当：⼟⽊学会 舗装⼯学委員会 舗装⼯学論⽂集編集⼩委員会

幹事⻑ 河村 直哉 kawamura‐n92y2(アットマーク)mlit.go.jp

２．プログラム・発表要領
舗装⼯学講演会は 2021年12⽉2⽇（⽊）・3⽇（⾦） にオンラインにて開催します．
講演会プログラムと発表要領は舗装⼯学論⽂集編集⼩委員会ウェブページで11⽉中に
公開します．

■舗装⼯学論⽂集編集⼩委員会ウェブページ
http://committees.jsce.or.jp/pavement06/

舗装⼯学講演会について


